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３．短単位 n-gram による逆接の接続詞の抽出 









14 延べ語数はコーパスの語の単位である「短単位」に基づき、1 短単位＝1 語として、記号類・未知語類
を除いてカウントした。 
明六 東洋 国民 太陽Ⅰ 太陽Ⅱ 太陽Ⅲ 太陽Ⅳ 太陽Ⅴ 計
143,105 164,869 788,411 1,285,604 1,225,779 573,535 209,910 4,135 4,395,348
133 113 1,171 585 399 255 87 15 2,758
8,164 0 6,891 93,344 288,728 795,462 1,084,883 1,451,860 3,729,332
4 0 4 33 148 367 366 882 1,804
8,164 0 6,877 73,345 94,087 27,534 45,195 51,247 306,449
4 0 3 20 47 11 18 43 146
0 0 14 19,999 194,641 767,928 1,039,688 1,400,613 3,422,883
0 0 1 13 101 356 348 843 1,662
0 0 0 36,731 56,410 101,331 95,553 39,920 329,945













接続詞の抽出にも短単位 n-gram は有効な手段となると考える。 
まず、テキストから 1～8gram の短単位 n-gram を作成した。ただし、接続詞ではない可
能性の高い短単位 n-gram を排除し、接続詞を効率的に抽出するため、文頭15の短単位 n-
gram を対象とし、かつ記号類・未知語類・固有名詞を含む短単位 n-gram は除いた。 
次に、作成した短単位 n-gram から、独自の判断により接続詞を選定した。1gram から
は、短単位の品詞が「接続詞」のものを接続詞として選定した。2～8gram からは、『日本
国語大辞典 第 2 版』（小学館）等の辞典類や青木（1973）を参照しつつ、そこには載って
いない語形も含め、独自の判断で接続詞を選定した。ただし、当時の書き言葉である程度一
般的に使用される語形に限定するため、該当接続詞の語形の使用されるサンプル数が、文語
体地の文では 28 以上（文語体地の文の全サンプル数 2,758（表 2 参照）の 1%以上）、ある
































表 3 逆接の接続詞とその文章種類別の粗頻度(a)・使用サンプル数(b)・使用サンプル率19 
 
 
表 3 に示したように、研究対象とする逆接の接続詞は、文語体地の文では 7 語形（＊を
付した語形）、口語体地の文では 13 語形（⁑を付した語形）、会話文では 10 語形（⁂を付し
た語形）ある。これらを合わせた 18 語形（異なり）について、文章種類との対応関係を見
るために、表 3 から得られる 18 語形×3 文章種類の使用サンプル率のクロス表を使用し、
コレスポンデンス分析を行った。その第 1 次元（寄与率 72.7%）の文章種類・語形それぞれ
のスコアを表 4・表 5 に示す。 
 





(a) (b) (c) (a) (b) (c) (a) (b) (c)
が 1 1 0.0% 440 250 13.9% ⁑ 24 12 9.7% ⁂
けれど 63 40 2.2% ⁑ 12 10 8.1%
けれども 603 282 15.6% ⁑ 48 23 18.5% ⁂
さりながら 48 22 0.8% 34 32 1.8% ⁑
されど 723 225 8.2% * 89 48 2.7% ⁑
されども 87 49 1.8% * 5 5 0.3%
しかし 189 143 5.2% * 2287 825 45.7% ⁑ 332 55 44.4% ⁂
しかしながら 151 112 4.1% * 703 295 16.4% ⁑
しかりといえども 391 259 9.4% * 3 3 0.2%
しかるに 1452 725 26.3% * 1381 567 31.4% ⁑ 3 3 2.4%
しかれども 3794 1255 45.5% * 132 78 4.3% ⁑ 1 1 0.8%
それでも 71 58 3.2% ⁑ 31 25 20.2% ⁂
だが 114 74 4.1% ⁑ 62 31 25.0% ⁂
だけど 19 11 8.9% ⁂
だって 80 43 34.7% ⁂
ですが 14 12 9.7% ⁂
でも 37 26 1.4% ⁑ 117 47 37.9% ⁂
ところが 654 324 18.0% ⁑ 26 18 14.5% ⁂
語形








表 5 コレスポンデンス分析による語形の第 1 次元スコア 
 
 







地の文で使用される」4 語形、「B 口語体地の文を中心に文語体地の文でも使用される」3 語
形、「C 口語体地の文を中心に会話文でも使用される」4 語形、「D 主に会話文で使用され
る」7 語形の 4 グループに分け、そのグループ分けを表 5 に示した。この A～D グループの
書き言葉的性質の強弱は A＞B＞C＞D の順となり、話し言葉的性質の強弱は D＞C＞B＞A









最初に、文語体地の文での使用語形の通時的変化を見ていく。表 3 で＊を付した 7 語形
のうち、1 つ以上の雑誌種類（表 1 参照）で使用サンプル率が 20%以上の 4 語形を文語体地




























表中に示していない。なお、ここでいう「使用サンプル率」は、表 3 で＊を付した 7 語形が
使用される全サンプル数（表 6 の最下行「全体」の値）に占める割合を指して言う（表 7 も
同様）20。 
 
表 6 文語体地の文における主要語形の使用サンプル数（上段）・使用サンプル率（下段） 
 
 
表 6 では通時的変化の概略をつかむため、各文章種類での使用サンプル率上位 3 語形の




このような語形と雑誌種類との対応関係をより詳しく見るために、表 6 から得られる 4
語形×7 雑誌種類の使用サンプル率のクロス表を用いてコレスポンデンス分析を行った。分
析結果から作成した第 1 次元（寄与率 61.2%）と第 2 次元（寄与率 33.9%）のスコアの散
布図を文章種類・語形ごとに図 1・図 2 に示す。 
 
 





グループ 語形 スコア 明六 東洋 国民 太陽Ⅰ 太陽Ⅱ 太陽Ⅲ 太陽Ⅳ
17 13 128 53 39 6 3
14.4% 14.3% 20.5% 14.0% 13.5% 3.9% 11.5%
94 83 449 307 212 95 15
79.7% 91.2% 71.8% 81.0% 73.6% 62.5% 57.7%
1 3 24 63 93 37 4
0.8% 3.3% 3.8% 16.6% 32.3% 24.3% 15.4%
67 62 179 162 145 86 24
56.8% 68.1% 28.6% 42.7% 50.3% 56.6% 92.3%
118 91 625 379 288 152 26













における文章種類の分布と図 2 における語形の分布が対応する。 
図 1 を見ると、雑誌種類は第 3 象限→第 2 象限→第 1 象限→第 4 象限の順に、刊行年の
古いものから新しいものへと布置されている。つまり、「明六」から「太陽Ⅳ」にかけて語














表 3 で⁑を付した 13 語形のうち、口語体地の文全体で 1 つ以上の文章種類での使用サン





























1 12 11 18 24 12
5.6% 27.3% 15.7% 6.0% 9.2% 2.6%
1 1 12 24 1 5 6 2 40 152 170 153
33.3% 100.0% 66.7% 54.5% 11.1% 27.8% 37.5% 18.2% 57.1% 50.5% 64.9% 32.6%
8 10 3 1 3 1 11 64 96 98
44.4% 22.7% 33.3% 5.6% 18.8% 9.1% 15.7% 21.3% 36.6% 20.9%
2 11 23 6 16 12 8 46 213 188 300
66.7% 61.1% 52.3% 66.7% 88.9% 75.0% 72.7% 65.7% 70.8% 71.8% 64.0%
2 3 1 2 4 7 48 42 141
11.1% 6.8% 5.6% 12.5% 36.4% 10.0% 15.9% 16.0% 30.1%
1 4 6 3 4 4 5 19 74 54 150
100.0% 22.2% 13.6% 33.3% 22.2% 25.0% 45.5% 27.1% 24.6% 20.6% 32.0%
1 3 7 3 3 8 2 14 99 34 108
100.0% 16.7% 15.9% 33.3% 16.7% 50.0% 18.2% 20.0% 32.9% 13.0% 23.0%
3 1 18 44 9 18 16 11 70 301 262 469




































このような語形と雑誌種類との対応関係をより詳しく見るために、表 7 から得られる 7
語形×8 口語文体・雑誌種類（敬体多の「明六」「国民」「太陽Ⅲ」、常体多の「太陽Ⅰ」除
く）の使用サンプル率のクロス表を用いてコレスポンデンス分析を行った。分析結果から作
成した第 1 次元（寄与率 52.4%）と第 2 次元（寄与率 21.2%）のスコアの散布図を文章種
類・語形ごとに図 3・図 4 に示す。 
 
   
図 3 口語文体・文章種類のスコア散布図     図 4 語形のスコア散布図 
 
図 3 においてまず敬体多の雑誌種類を見ると、「太陽Ⅰ」「太陽Ⅱ」が第 1 次元の正の値を




う通時的変化が見られることが分かる。一方、常体多の雑誌種類については、図 3・図 4 か
らは通時的変化は特に見出されなかった。 
ここで注目したいのは、刊行年の古い「太陽Ⅰ」「太陽Ⅱ」の口語体では当初から「しか




































座 6, 明治書院, pp.210—253 
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